
計画年度

さんぶの森中央会館外部改修事業

教育部

さんぶの森公園管理事務所

平成19年度　～　平成21年度 事業区分 継続 会計区分 普通会計

1 対象（誰、何に対して事業を行うのか） 2 手段（事務事業の内容、やり方、手順）

3 意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

市民
施設

さんぶの森中央会館等の外壁について、平成19年度に劣化状況
を調査し、その結果によって改修工事を実施しました。
平成19年 9月　劣化状況調査を委託
平成20年 6月　実施設計を委託
平成21年10月　市民への周知（ホームページ、広報、看板な　
　　　　　　　ど）
平成21年10月　改修工事（10月～3月）
対象施設：中央会館、体育館、保健センター
工事内容：タイル撤去後に成形吹付け工事
さんぶの森中央会館外部改修事業は、利用者の安全を確保しつ
つ完成することができました。

外壁タイルの落下事故による危険から、利用者の安全を確保す
ることができました。

4 活動指標・成果指標・事業費の推移

区分

活動
指標①

活動
指標②

指標名称 単位 20年度実績 21年度実績 22年度当初 25年度目標値

施設利用者への周知回数 回

施設利用が不可能となった日数 日

成果
指標①

成果
指標②

施設が原因によるトラブル発生件数

施設利用可能日数

件

日

事業費
千円

千円うち一般財源

5 目的妥当性

○ 法定受託事業である（根拠法令→）
公共施設（生涯学習施設）
・山武市さんぶの森中央会館等条例・山武市保健福祉センター条例

6 上位の基本事業への貢献度

7 対象や意図の妥当性、費用対効果の検討

9 有効性（成果向上余地）

10 事業の再編成

11 効率性（コスト削減の方法）

市民が安心して施設を利用できるようになり、施設利用者の減少を
食い止めるが、外壁改修のみであり施設の利用性が特段上がるもの
ではありません。

特定の施設の改修事業であり、対象、意図の見直しはできません。

平成21年度改修工事が終了しました。

さんぶの森公園グリーンタワー改修事業との一括発注等が考えられ
るが、予算科目が異なるため再編できません。

実施設計を委託するにあたり、外壁のタイルを撤去せずに改修する
方法について検討を依頼しました。

妥当である

妥当性が低い

●

○

○

●

○

○

貢献度大きい（理由→）　

貢献度ふつう（理由→）　

貢献度小さい（理由→）

基礎的事務事業

○ 対象や意図を見直し、費用対効果を上げることができる

対象や意図の見直しはできない

その他

●

○

●

○

○

あがっている

どちらかといえばあがっている

あがっていない

○

○

●

成果向上余地・大

成果向上余地・中

成果向上余地・小・無し

○

●

○

類似の事業があり、再編成できる

類似の事業はあるが、再編成できない

類似の事業はない

●

○

ある

ない

0 3 - -

0 0 - -

0 0 - -

294 296 - -

2,520 65,832 0

2,520 65,832 0

8 有効性（成果状況）

政策:

施策:

基本事業:

05 生涯を通じて人と人とがふれあい共に学びあえるまちづくり

02 生涯学習の推進

02 生涯学習施設の充実

部名:

課名:

事務事業名


